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２０１０年 

                          奈良県信用保証協会の現状 
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事業の維持、創造・発展に努める中小企業者に対して、公的機関として、その将来と経営手

腕を適正に評価することにより、企業の信用を創造し、「信用保証」を通じて、金融の円滑化

に努めるとともに、相談・診断・情報提供といった多様なニーズに的確に対応することにより、

中小企業の経営基盤の強化に寄与し、もって中小企業の振興と地域経済の活力ある発展に

貢献します。 

 

【【奈奈良良県県信信用用保保証証協協会会のの概概要要】】  

 

 

信用保証協会は、中小企業者等の方々が金融機関から事業資金の融資を受ける際、公共的

な保証人となって金融の円滑化を図るとともに、経営上の相談や企業診断、情報提供といっ

た多様なニーズにお応えして中小企業の経営基盤の強化に寄与する専門機関です。 

信用保証協会とは？ 

信用保証協会事業の基本理念 
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（平成２２年３月３１日現在) 

法 人 格       信用保証協会法に基づく特殊法人 

基 本 財 産       １５２億円 

保 証 債 務 残 高       ２７，９０１件  ３，１１８億円 

保証利用企業者数       １４，５４４企業 

常 勤 役 員          ５名 

職 員         ６２名 

事 務 所      【本   店】 奈良市法蓮町１６３番地の２ 

【高田支店】 大和高田市幸町２番３３号  

（奈良県産業会館内） 

 

 

 

昭和２４年１２月 ３日     「財団法人奈良県信用保証協会」設立認可 

事務所 奈良市橋本町１６番地（南都銀行内） 

 

昭和２７年 ７月 ５日    事務所移転  奈良市東向中町８番地（県森林組合連合会内） 

昭和２８年１１月 １日    事務所移転  奈良市東向中町６番地（大和経済倶楽部内） 

昭和２９年 ７月１５日    信用保証協会法に基づく法人に組織変更認可 

                            名称 「奈良県信用保証協会」 

昭和４７年１１月２５日    新事務所落成   新事務所：奈良市法蓮町１６３番地の２ 

  １２月 ４日    新事務所業務開始 

 

平成 ６年 ７月 １日    高田支店開設    事務所：大和高田市幸町２番３３号 

                               （県広域地場産業振興センター内） 

ああ  ゆゆ  みみ  

ププロロフフィィーールル  
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基本方針 

 

経営の発展に努める中小企業者の現状を把握し、そのニーズに的確・迅速に対応する

とともに、当協会の経営基盤の充実を図り、革新性や創造性を発揮できる人材の育成

に努め、信用補完機関としての機能を十分に果たします。 

 

①適正保証の推進 

企業の信用力を評価するとともに、将来性や経営に対する姿勢等総合的な判断を

行い、中小企業者の健全かつ円滑な金融を実現するよう努めます。 

 ・決算書等による形式的な基準のみではなく、中小企業者の特性を踏まえた信用保

証により中小企業を支援します。 

 ・新規創業の計画を有する方、経営革新等に向けて努力する中小企業を支援します。

 

②期中管理への柔軟な対応 

   保証の後、中小企業者に業況変化が発生した場合は、返済条件の変更に柔軟に

対応するなど中小企業者の実情に即した期中管理を行います。 

 

③実情に即した求償権回収 

   求償権の回収にあたっては、債務者の実情に配慮しつつ、きめ細やかな求償権

管理を行い、公正かつ厳正な回収の促進に努めるとともに、事業再生に向けて努力

する企業に対しては、新規保証についても検討を行います。 

また、保証協会サービサーを活用し、回収の最大化と効率化に努めます。 

 

④業務改善と効率化の推進 

環境の変化ならびに中小企業者、金融機関の多様なニーズに対応し、かつ経営

基盤の充実と健全性を確保するため、なお一層業務の改善と経営の効率化を促進

します。 
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信用補完制度は、事業の発展の可能性がある中小企業者に対する金融を円滑にするため、公

共的に中小企業者の信用を補完する制度であり、信用保証協会の信用保証制度と、その信用保

証制度を補強する日本政策金融公庫の信用保険制度から成り立っています。 

  信信 用用 補補 完完 制制 度度  

「信用保証制度」と「信用保険制度」の総称

信信用用保保証証制制度度  

中小企業者が金融機関から事業資金を借

り入れる際、信用保証協会が公的な保証人

となることにより、中小企業者の資金繰りを

円滑にすることを目的とします。その際、信

用保証協会は保証料を受領し、また融資が

返済不履行になった場合は金融機関に対

し代位弁済を行います。 

信信用用保保険険制制度度  

信用保証協会は日本政策金融公庫と信用

保険契約を結び、融資が返済不履行になっ

た場合、金融機関に対し代位弁済を行いま

す。この際、信用保証協会は代位弁済の

内、一定の金額を日本政策金融公庫より保

険金として受領します。 

【【信信用用補補完完制制度度】】  
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① 中小企業者は、信用保証協会に保証申込をします。（金融機関を経由しての申込となり

ます。） 

② 信用保証協会は、申込のあった中小企業者の信用調査・審査を行います。 

③ 保証の承諾を決定した場合は、金融機関に対して信用保証書を発行いたします。 

④ 金融機関は信用保証書に基づいて中小企業者に融資を行います。 

⑤ 中小企業者は、融資条件に従って金融機関に借入金を返済します。 

⑥ 中小企業者が何らかの事情で借入金の返済が出来なくなった場合、金融機関は信用

保証協会に対して代位弁済の請求を行います。 

⑦ 信用保証協会は、この請求に基づいて中小企業者に代わって借入金の残額を金融機

関に返済（代位弁済）します。 

⑧ 代位弁済を行うことにより、金融機関が有していた債権が信用保証協会に移転し、信用

保証協会が求償権を取得し、債権者となります。 

⑨ 中小企業者及びその保証人には、信用保証協会に対して求償債務の返済をしていた

だきます。 

 

信信用用保保証証制制度度ののししくくみみ  

中 小 企 業 者 

信 用 保 証 協 会 

金 融 機 関 

①融資・保証申込 

④融資 

⑤返済 

①
保
証
依
頼

③
保
証
決
定

⑥
代
位
弁
済
請
求

⑦
代
位
弁
済

②
調
査
・審
査

⑧
求
償
権 

⑨
回
収 

 中小企業者が金融機関から事業資金を借り入れる際、信用保証協会が公

的な保証人となることにより資金調達を容易にし、中小企業金融の円滑化を

図ることを目的としています。 
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① 日本政策金融公庫と信用保証協会は、信用保険契約を締結し、この契約に基づき日

本政策金融公庫は信用保証協会の保証に対して保険を引き受けます。 

② 信用保証協会は、日本政策金融公庫に信用保険料を支払います。 

③ 信用保証協会が金融機関に代位弁済をしたときは、日本政策金融公庫に保険金の

請求を行います。 

④ 信用保証協会は、信用保険の種類に応じて、代位弁済した元本金額の一定割合を保

険金として日本政策金融公庫から受領します。 

⑤ 信用保証協会は、代位弁済した中小企業者からの回収金の一部を、保険金の受領

割合に応じて保険納付金として日本政策金融公庫に納付します。 

 

信信用用保保険険制制度度ののししくくみみ  

 
 

 
 

信用保証協会 

 
 

 
 

日本政策金融公庫 

①保険契約 

②保険料支払 

③保険金請求 

④保険金支払 

⑤回収金納付 

 信用保証業務に伴うリスクを、保険によってカバーし、信用保証制度の機能

が十分に発揮できるようにすることを目的としています。 
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会長 

専務理事 

常務理事 

常勤理事 

常勤監事 

総務部 

企画部 

業務部 

管理部 

高田支店 

総務課 

企画監査課 

電算課 

経営支援課 

管理課 

保険課 

庶務、人事、決算、危機管理 等 

保証申込、保証審査、金融相談 等 

求償権の保全、回収、訴訟  

再生支援 等 

代位弁済請求の受付、実行 等 

保証申込、保証審査、経営支援  

期中管理、事故・延滞管理 等 

経営計画の立案、保証制度の創設 

内部監査、広報活動 等 

システム開発、電算処理 等 

【【組組織織機機構構図図】】（（平平成成２２２２年年４４月月１１日日現現在在））  

業務課 

経営支援、再生支援 

期中管理、事故延滞管理 等 
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１）経営支援・再生支援体制の整備・強化 

 

   経営支援については、現在行っている「支援相談窓口」体制をさらに充実させるとともに、金融相談 

以外の経営相談にも応じることのできる体制を確立します。 

  再生支援については、中小企業再生支援協議会等との連携を密にするとともに、求償権放棄、求償

権借換保証（ランクアップ保証）等の手法を活用することにより、企業再生の促進を図ります。 

 

２）保証制度の多様化への対応 

 

   不動産担保や保証人に過度に依存しない保証を引続き推進するとともに、資金調達の多様化を図る

観点から特定社債保証等についても積極的に取り組みます。また様々な制度に対応できるよう、ＣＲＤモ

デルの有効活用により簡易案件と重要案件に分類するとともに、職員の目利き能力の向上を図るなど、

引き続き効率的な信用調査・審査に努めます。 

 

３）政策保証の推進 

 

   業況の悪化している業種に属する中小企業者等に対しては、緊急保証制度等の活用により積極的か

つ弾力的な支援を行います。また、より細やかな支援を行うことができるよう地方公共団体との連携を十

分に行い、制度保証の積極的な活用を推進します。加えて、新規開業者等に対しては、「創業関連保証」

等による取組を行い、地域の活性化に寄与します。 

 

４）利便性向上に向けた取組み 

 

   金融機関及び関係商工団体等を対象に制度説明会を開催し、保証利用者の満足度の向上を図ります。

また事務処理の統一化、金融機関との情報の共有化により保証事務の合理化・迅速化を図ります。 

 

５）期中管理の充実・強化 

 

   金融機関との連携強化により、保証期間中でも決算書の徴求を行うなど中小企業の早期実態把握に

努めます。特に大口事故先については、現地訪問等により支援方針を決定するとともに、必要に応じ経

営支援・再生支援を行います。 

 

 

 

 

 

【【平平成成２２１１～～２２３３年年度度  中中期期事事業業計計画画】】  
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６）回収の合理化・効率化 

   

   代位弁済については、不動産担保や保証人に過度に依存しない保証の推進等により、無担保求償権

が増加傾向にあり、回収困難な求償権が増加しています。そのため求償権残高は増加傾向にあり、求

償権回収の合理化・効率化が求められています。 

   このような状況のもと、求償権回収の促進を図るため、代位弁済案件に対する初期調査に基づく早期

回収に着手し、目標管理を徹底し、より効果的・合理的な回収に努めます。 

   なお、無担保求償権等については、保証協会サービサーに委託し効率的な回収を図るとともに、回収

見込のない求償権については、管理事務停止を行うことにより求償権回収事務の効率化を図ります。 

 

７）コンプライアンス態勢の充実・強化 

 

  公的な保証機関として社会的信頼を確保するため、各年度にコンプライアンス・プログラムを策定し計

画的な研修・啓蒙活動に取り組むなどコンプライアンス態勢のさらなる充実・強化に取り組みます。 

 

８）制度改革等に係る電算システムの対応 

 

  信用補完制度の見直しに対する対応および事務の合理化・効率化のため、当協会にとって適した電算

処理システムの導入について検討を行います。
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１．業務環境 

 

 わが国の景気は、一昨年の世界的な金融危機による大きな打撃をうけて急激な業績悪化に直面し

企業は人員削減や投資の抑制を余儀なくされるなど、戦後最悪の不況に陥りました。しかし、中国を

はじめアジア向け輸出が持ち直したこと、数次に亘る景気対策の効果により国内需要の落ち込みが

緩和されたことで最悪期を脱したとみられています。 

しかし、県内の経済情勢は個人消費の低下、雇用情勢の低迷等、依然厳しい状況が続いています。 

 

２．事業展望 

 

   当協会としては、以上のような厳しい中小企業の経営環境を踏まえ、経営の安定化や向上に努める

中小企業者の現状を把握し、そのニーズに的確・迅速に対応するとともに、下記のとおり業務運営方針

を定め、各部門において重点課題を設定し、県内中小企業者の資金調達の円滑化のため信用補完制度

の健全な運営に取組みます。 

 

 業務運営方針 

 

 （１） 中小企業者のニーズに応えた保証の推進 

 （２） 新規創業者に対する相談体制の充実 

 （３） 経営支援、再生支援等の積極的な対応 

 （４） きめ細かな求償権管理を行うことによる回収の促進 

 （５） 保証協会サービサーを活用することによる回収の最大化 

 （６） 保証協会共同システムへの万全な移行準備 

 （７） 業務改善等による経営基盤の充実と健全性の強化 

 （８） コンプライアンス態勢の充実・強化 

 

 重点課題 

 

 （１） 保証・審査部門 

     ①政策保証等の推進 

     ②審査能力の充実・強化 

     ③経営支援体制の充実 

     ④利便性の向上 

 

 

 

【【平平成成２２２２年年度度経経営営計計画画】】  
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 （２）期中管理部門 

     ①大口保証先の管理 

      ②関係部門との連携強化 

      ③経営支援・再生支援体制の充実 

 

 （３）回収部門 

     ①回収方針の早期決定・着手 

      ②保証協会サービサー活用による回収の充実・強化 

       

 （４）その他間接部門 

      ①コンプライアンス態勢の充実 

     ②保証協会共同システムへの移行を考慮した運営体制の再構築 

      ③魅了ある人材の育成 

      ④広報活動の充実 

 

３．主要数値 

 

項    目 金  額 （百万円） 

保証承諾 １３２，０００ 

保証債務残高 ３００，０００ 

保証債務平均残高 ３００，０００ 

代位弁済 １０，０００ 

実際回収 ２，２００ 

求償権残高 ２，０９５ 
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①信 用 保 証 協 会 の公 共 性 と社 会 的 責 任 

②質 の 高 い 信 用 保 証 サ ー ビ ス 

③法 令 や ル ー ル の 厳 格 な 遵 守 

④反 社 会 的 勢 力 と の 対 決 

⑤地 域 社 会 に 対 す る 貢 献 

①法令・ルール等の遵守 

③守秘義務の履行 

④関係者との節度ある付き合い 

⑩懲罰等の定め 

⑨違反行為の報告 

⑧職場秩序の維持 

⑤コンプライアンス関連事項への対応 

⑦外部からの苦情・トラブルへの対応 

⑥反社会的勢力（不当要求行為）との決別 

②誠実な職務の遂行 

【【ココンンププラライイアアンンスス態態勢勢】】  

奈良県信用保証協会倫理憲章 

具体的行動規範について 

奈良県信用保証協会は、公的使命と社会的責任の重みを常に認識し、健全な業

務運営を通じ揺るぎない信頼を確立するため、当協会役職員はコンプライアンスの

実践に積極的に取り組んでいます。 

このコンプライアンスを実践していくために「奈良県信用保証協会倫理憲章」を定

め、「具体的行動規範」に基づいて行動しています。 
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コンプライアンス組織体制図 

監事 理 事 会 

コンプライアンス委員会 外部相談窓口 

（弁護士） 

コンプライアンス統括部署 

コンプライアンス担当者 

職  員  等 

   報告・連絡・相談 

     指示 

     調査・チェック 
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奈良県信用保証協会は信用保証協会法（昭和２８．８．１０法律第１９６号）に基づく法人であり、中小企

業等の皆様が金融機関から貸付等を受けるについて、貸付金等の債務を保証することを主たる業務として

おり、信用保証協会の制度の確立をもって、中小企業等の皆様に対する金融の円滑化を図ることを目的と

しております。 

 業務上、お客様の個人情報を取得・利用等させていただくことになりますが、お客様の個人情報の取扱い

について以下の方針で取り組み、適正な個人情報の保護に努めてまいります。 

 

（１）個人情報に関する法令等の遵守 

 当協会は個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）などの法令およびガイドライン等を遵

守してお客様の個人情報を取り扱います。 

 

（２）個人情報の取得・利用・提供 

・当協会では、信用保証業務の適切な運営の遂行のためにお客様の個人情報を適正に取得し、利用し

ます。なお、利用目的の詳細につきましては当協会ホームページ（または備え付けのパンフレット）の「個

人情報保護法に基づく公表事項に関するご案内」の１．「当協会が取り扱う個人情報の利用目的」に公表

しておりますのでご覧下さい。 

 ・取得した個人情報は、法令等に定める一定の場合を除き、上記記載の利用目的以外には使用いたしま

せん。 

 ・取得した個人情報は、法令等に定める一定の場合を除き、お客様の同意を得ないで第三者には提供・

開示いたしません。 

 ・お客様の本籍地等の業務上知り得た公表されていない情報を、適切な業務の運営の確保その他必要

と認められる目的以外の目的には使用いたしません。 

 

（３）個人データの適正管理 

 お客様の個人データについて、組織的・人的・技術的安全措置を継続的に見直し、お客様の個人データ

の取扱いが適正に行われるように定期的に点検するとともに、個人情報保護への取り組みを見直します。 

 

（４）個人情報保護の維持・改善 

 当協会は、お客様の個人情報の取扱いが適正に行われるように定期的に点検するとともに、個人情報保

護への取り組みを見直します。 

 

（５）個人データの委託 

 ・当協会は、個人情報保護法第２３条第４項第１号の規定に基づき個人データに関する取扱いを外部に

委託する場合があります。 

 ・委託する場合には適正な取扱いを確保するため契約の締結、実施状況の点検などを行います。 

 

 

【【個個 人人 情情 報報 保保 護護 宣宣 言言】】  
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（６）保有個人データの開示・利用目的の通知 

 ・法令等に定める一定の場合を除き、お客様は、当協会が保有するお客様ご自身の個人データの開示お

よびその利用目的の通知を求めることができます。 

 ・請求の方法は当協会窓口に備え付けしております個人情報開示請求書に所定の事項を記載のうえ、ご

本人確認書類を添付して当協会窓口に持参（または郵送）下さい。 

 ・個人データの開示および利用目的の通知につきましては実費相当額（１件につき３００円）をいただきま

す。 

 

（７）保有個人データの訂正・削除、利用停止、第三者提供の停止 

 ・当協会が保有する個人データに誤りがある場合は下記の窓口にご連絡ください。 

  調査確認のうえ、法令等に定める一定の場合を除き、訂正または削除いたします。 

 ・お客様の個人情報を不適切に取得し、または目的外に利用している場合には下記の窓口にご連絡くだ

さい。調査確認のうえ、法令等に定める一定の場合を除き、保有個人データの利用を停止いたします。 

 ・お客様の個人情報を個人情報保護法第２３条に違反して第三者に提供している場合には、下記の窓口

にご連絡ください。調査確認のうえ、法令等に定める一定の場合を除き、保有個人データの第三者提供

を停止いたします。 

 ・（６）（７）の具体的な手続きにつきましては当協会ホームページ（または備え付けのパンフレット）の「個

人情報保護法に基づく公表事項等に関するご案内」の４．（３）「開示等の求めに応じる手続」をご覧下さ

い。 

 

（８）質問・苦情について 

 当協会は、お客様からの個人情報に関する質問・苦情について適切かつ迅速に取り組みます。 

 

（９）開示・利用目的の通知・訂正・利用停止・第三者提供の停止・安全管理措置・相談・質問・苦情窓口 

 当協会における個人情報等に関する各種のお問い合わせの窓口は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住   所   奈良市法蓮町１６３番地の２ 

  電話番号   ０７４２（３３）０５５１ 

  部 署 名   総務部 総務課 
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１．信用保証をご利用いただける方 

 

 ○企業規模 

   法人の場合、資本金か従業員数のうちいずれか一方が下記の条件に該当していればご利用いただ

けます。 

   個人事業主の場合は、常時使用する従業員数が下記の条件に該当していればご利用いただけます。 

 

業        種 資 本 金 従 業 員 数 

製造業等 （建設業・運輸業含む） ３億円以下 300 人以下 

  ゴム製品製造業 

但し、 自動車又は航空機用タイヤ

及びチューブ製造業並びに工業用

ベルト製造業を除く 

３億円以下 900 人以下 

ソフトウェア業又は 

情報処理サービス業 
３億円以下 300 人以下 

卸売業 １億円以下 100 人以下 

小売業 5,000 万円以下 50 人以下 

サービス業 5,000 万円以下 100 人以下 

 
旅館業 5,000 万円以下 200 人以下 

医療法人等  ―   300 人以下 

 

 ○営業経歴 

   奈良県内において、住居を有している方または事業を行っている方を対象としております。 

 

 ○業   種 

   中小企業信用保険法施行令で定められている業種を基本としており、ほとんどの業種がご利用いた  

だけます。一部ご利用いただけない業種もございますので、詳しくは当協会までご照会下さい。 

   

 

【【信信用用保保証証業業務務のの概概要要】】  
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２．信用保証料率について 

 

     信用保証料は、信用保証協会と中小企業者との信用保証委託契約に基づき、信用保証協会の保

証をご利用いただく対価としてお支払いただくものです。 

     保証料については、原則として一括払いになっていますが、保証期限前に繰上償還によって借入

金を完済した場合は、お支払いただいた保証料を所定の範囲で返戻します。 

 

○保証料率の決まり方 

     平成１８年４月より、それまで原則として一律であった保証料率を、中小企業者の方の経営状況に

応じて９段階の料率体系としております。 

     保証料率については、お客様の財務諸表（貸借対照表、損益計算書）の情報を「中小企業信用リス

ク情報データベース（略称：ＣＲＤ）」により評価し、その他外部要件を加味したうえで総合的に決定

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○保証料率 

 

  ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

責任共有保証料 1.90  1.75  1.55 1.35 1.15 1.00 0.80  0.60  0.45 

特殊保証 1.62  1.49  1.32 1.15 0.98 0.85 0.68  0.51  0.39 

   ※特殊保証とは、当座貸越、事業者カードローン、手形割引根保証のことです。 

 

  ・保証料率弾力化の対象となる場合の基本的な保証料率です。 

  ・地方公共団体の制度保証、小口零細企業保証制度等については、保証料率が異なります。 

  ・平成19 年10 月より導入された責任共有制度により、表示方法が「保証金額の○○％」から「融資金額

に対して○○％」へ変更しております。 

 

  ○弾力化対象外となる保証制度について 

     ・原則として、全ての保証料率が 9 段階の保証料率体系の対象となっていますが、セーフティネット

保証、流動資産担保融資保証などの特別保証制度については、対象外となります。 

中小企業信用リスク情報データベース（ＣＲＤ）とは 

 平成１３年３月、中小企業庁の発案により、中小企業金融の円滑化を支援することを目的に

創設された中小企業に関する日本最大のデータベースで、全国５２の信用保証協会をはじ

め、金融機関など約２００の機関が会員となっています。 

 中小企業信用リスクデータベースには、日本全国の２７０万社以上の中小企業の財務データ

が保有されております。このデータに基づき、みなさまの企業の信用リスクが計算されます。 
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３．責任共有制度について 

 

    信用保証協会の保証付融資について、信用保証協会と金融機関が適切な責任共有を図り、両者が

連携して、中小企業の皆様の事業意欲等を継続的に把握し、融資実行及びその後における経営支援

や再生支援といった中小企業の皆様に対する適切な支援を行うこと等を目的に、「責任共有制度」が  

平成 19 年 10 月より導入されております。 

    従来は、お客様の借入金額に対して信用保証協会が 100％保証を行っていましたが、制度導入後は、

一部の保証制度を除いて 80％保証となります。 

 

  ○導入時期 

    平成 19 年 10 月１日保証協会受付分より対象となっております。 

 

  ○導入方法 

    取扱金融機関の選択により、下記のいずれかの方式となります。 

 

    【部分保証方式】 

     融資金額の 80％を信用保証協会が保証します。 

 

    【負担金方式】 

     保証利用実績に基づき、金融機関が保証協会に一定の負担金を支払っていただきます。 

 

    ※特定社債保証制度、流動資産担保融資保証制度等の保証については、金融機関の方式選択に

かかわらず、『部分保証』となります。 

 

  ○責任共有制度の対象となる保証制度 

    原則として全ての保証が責任共有制度の対象となりますが、下記の保証については責任共有制度

の対象外（従来どおり 100％保証）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○セーフティネット（経営安定関連）保証の１号～６号 

○緊急保証 

○創業関連保証、創業等関連保証、再挑戦支援保証 

○事業再生保証 

○小口零細企業保証 

○特別小口保険に係る保証等 
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４．主な保証制度 

 

 【協会保証制度】 

保証の名称 制度概要 保証限度額 保証期間 

普通保証（普通） 通常の運転資金・設備資金について行う保証 ２億８，０００万円 
運転 １０年

設備 １５年

経営安定関連特別保証

（セーフティネット保証）

不況、災害、金融機関の取引調整等により経営

の安定に支障を生じている場合に行う保証 
２億８，０００万円 １０年

無担保パワフル保証 
金融機関において償還能力があると認めた者

で、一定の基準を満たす者 

法人のみ 

 ２億８，０００万円 
１０年

流動資産担保融資保証

（流動資産担保） 

売掛債権、棚卸資産を担保とした融資に対する

保証 
２億円 １年

中小企業特定社債保証

（私募債） 

一定の要件を満たす会社が発行する社債につい

て、債務保証を行う保証 
４億５，０００万円 ７年以内

特別小口保証 

（特小） 

無担保・無保証人で小口の事業資金を必要とす

る小規模事業者に対する保証 
１，２５０万円 ５年

当座貸越根保証 反復継続して発生する当座貸越に対する保証 ２億８，０００万円 ２年

事業者カードローン 
カード等を使用して発生した当座貸越に対する保

証 
２，０００万円 ２年

創業等関連保証 

（創業等） 

個人による創業及び新たに会社を設立して事業

を開始する者に対して行う保証 
１，５００万円 １０年

事業再生保証 

（DIP） 

民事再生法に基づき、再生計画の途上にあるも

の等で、金融機関等の支援が見込まれるものに

対する保証 

２億円 １０年

再挑戦支援保証 

（再チャレンジ） 

過去に事業を廃止した経験を有する者で、再度

事業を開始しようとする者に対して行う保証 
１，０００万円 １０年

異分野連携 

新事業分野開拓保証

（新連携） 

認定計画に従って異分野連携新事業分野開拓に

係る事業を実施するもの 
２億８，０００万円 

運転 ５年

設備 ７年

特定研究開発等 

関連保証 

（ものづくり） 

認定特定研究開発等計画に従って特定研究開発

等の事業資金を必要とする者 
２億８，０００万円 

運転 ５年

設備 ７年
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 【奈良県保証制度】 

保証の名称 制度概要 保証限度額 保証期間 

県短期経営安定資金 

（短期） 
短期運転資金を必要とする場合の保証 １，０００万円 １年

県長期経営安定資金 

（長期） 
長期運転資金を必要とする場合の保証 １，０００万円 ３年

県経営強化資金 

（経営強化） 

経営の安定、経営基盤の強化のための

事業資金 

運転 ２，５００万円 

設備 ３，５００万円 

運転 ５年

設備 ７年

県創業支援資金 

（県創業支援） 

個人による創業及び新たに会社を設立

して事業を開始する者に対して行う保証
１，５００万円 

運転 ５年

設備 ７年

県経済変動対策資金 

（経済変動） 

災害、取引先の倒産、経済的環境の低

迷、社会的要因による業況悪化等により

資金を必要とする場合 

運転 ２，５００万円 

設備 ３，０００万円 

運転 ７年

設備 １０年

県経営革新支援資金 

（県経営革新支援） 

新たな取組みにより経営の向上を図ろう

とする中小企業者等に対する保証 

運転 １，０００万円 

設備 ２，０００万円 

運転 ５年

設備 ７年

県中小企業再生支援資金 

（再生支援） 

経営の安定に支障を生じ商工調停士の

指導を受けている又は中小企業再生協

議会の支援により策定された経営改善

計画に基づき再生事業を実施する事業

者に対する保証 

３，５００万円 １０年

緊急特別対策資金 

（県緊急保証） 

全国的に業況が悪化している業種に属

する中小企業者又は原油・原材料価格

や仕入価格高騰の影響を強く受けてい

る業種に属する事業を行う中小企業者

に対する保証 

５，０００万円 １０年

県地域産業振興資金 

（地域産業振興） 

地域産業の近代化・高度化のため資金

を必要とするための保証 
５，０００万円 ７年

県フロンティア支援資金 

（県フロンティア） 

情報システムの構築等により、先端的ビ

ジネス手法を採用しようとする者等に対

する保証 

運転 １，０００万円 

設備 ２，０００万円 

運転 ５年

設備 ７年

県小口零細特別資金 

（小口零細） 

小規模事業者で、事業資金を必要とす

るものに対する保証 
１，２５０万円 ７年

県再チャレンジ支援資金 

（県再チャレンジ） 

過去に事業を廃止した経験を有する者

で、再度県内で事業を開始しようとする

者に対する保証 

１，０００万円 １０年
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１．保証の状況 
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２．業種別保証債務残高 

 

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000

非指定業種

その他産業

不動産業

サービス業

運送倉庫業
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金属製品製造

船舶工業
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電気器具製造

機械器具製造

窯業

皮革工業
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木材・木製品製造

繊維品製造

食料品工業

（百万円）

業種別保証債務残高 H２１年度
H２０年度
H１９年度
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３．代位弁済、求償権回収の状況 
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  ・ 経営支援 

本店業務部および高田支店に窓口を設置し、経営相談・金融相談等のご要望にお応えしております。 

 

  ・ 再生支援 

業務部および管理部に窓口を設置し、事業再生計画の策定やランクアップ保証（求償権消滅保証）の

取組を支援しております。 

      また必要に応じて、奈良県中小企業再生支援協議会等と連携することによる企業再生への取組を行

っております。 

 

  ・ 財務データ還元サービス 

有限責任中間法人ＣＲＤ協会の作成した「中小企業経営診断システム（通称：ＭＳＳ）」を導入し、保証 

ご利用企業先に経営計数、財務比率等の資料を作成し、経営指針の一助としていただいております。 

 ＭＳＳについては、保証協会をご利用いただいているお客様であれば無料でご利用いただくことがで 

きます。 

 

 

 

 

 

        

奈良県信用保証協会では、「中小企業支援相談窓口」を設置し、中小

企業者からの企業経営上の諸問題にお応えしております。 

【【支支援援相相談談窓窓口口ののごご案案内内】】  

ご相談窓口 

業務部（経営支援課） ＴＥＬ 0742-33-0559   ＦＡＸ 0742-33-0553 

高田支店       ＴＥＬ 0745-22-9551  ＦＡＸ 0745-22-9558 

管理部（管理課）  TEL 0742-33-0554   FAX 0742-33-3883 
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１．事業方針 

    平成 21 年度は、依然として厳しい中小企業者の経営環境を踏まえ、国・地方公共団体等の関係諸

機関との連携を強化しつつ、金融施策及び多様化する資金ニーズに迅速かつ的確に応え、また顧客

サービスの向上に努めるため、下記の事項を業務運営方針としました。 

     

   業務運営方針 

    （１）中小企業者のニーズに応えた保証の推進 

    （２）経営支援・再生支援など適時・適切な支援の強化 

    （３）返済条件の変更申し出に対する柔軟な対応 

    （４）きめ細やかな求償権管理を行うことによる回収の促進 

    （５）保証協会サービサーを活用することによる回収の最大化 

    （６）業務改善等による経営基盤の充実と健全性の強化 

    （７）コンプライアンス態勢の充実・強化 

 

 

 

２．経済金融情勢 

    世界経済は、リーマン・ブラザーズの破綻以降、厳しい調整局面に入っており、わが国の経済につい

ても、戦後最悪の不況に陥ったものの、その後アジア向け輸出が持ち直したことや、数次に亘る景気

対策の効果により最悪期を脱したとみられている。 

しかしながら県内の経済情勢については、公共投資については対前年比で 5 ヶ月連続の増加とな

ったものの個人消費については、大型小売店販売額では 20 ヶ月連続で減少するなど下げ止まりが見

られず、また、新設住宅着工戸数についても減少が続くなど低調な状態が続いている。 

倒産動向についても平成 21 年度は件数、金額とも減少したものの、依然高水準で推移している。 

雇用情勢については、平成 22 年 3 月時の有効求人数は前年同月比で 0.3％の増加となり実に 42

ヶ月ぶりに増加となった。有効求人倍率については 0.5 倍となっており全国の 0.49 倍、近畿圏の 0.48

倍を若干上回ったが前年同月比では 0.02 ポイント下回った。 

 

 

 

 

 

 

【【平平成成２２１１年年度度のの事事業業概概況況】】  
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３．保証状況等 

 

 

 

 

 

 

 

 

  保証の状況 

 

   本年度の保証承諾は、件数 8,512 件（前年度比 82.7％）、金額 1,290 億 96 百万円（前年度比 76.4％）となっ

た。期初の計画金額に対しては、28.3％減となった。これは、平成 20 年 10 月より取扱いを開始した緊急保証

制度（全国緊急保証及び県緊急保証）の利用が概ね一巡したものと考えられる。 

   それぞれの実績については、全国緊急保証については、件数 1,426 件、金額 347 億 72 百万円、県緊急保

証については、件数 3,476 件、金額 478 億 71 百万円、提携保証（平成 21 年 4 月創設、無担保パワフル保証）

については、件数 318 件、金額 123 億 33 百万円の承諾となった。 

年度末の保証利用企業数は、14,544 企業で、前年度末に比べ 484 企業の減少となったが、県内中小企業

者数に対する保証利用率は、全国でも上位となっている。 

年度末の保証債務残高は、件数 27,901 件（前年度比 97.0％）、金額 3,117 億 90 百万円（前年度比 102.7％）

となった。金額については、昨年に引き続き 3,000 億円を超えている。 

 

  代位弁済及び求償権回収 

 
   製造業、建設業等における業種の倒産が引続き高水準だったこともあり、当期中の代位弁済は、件数 828

件（前年比 81.4%）、金額 95 億 68 百万円（前年比 78.7％）となった。期初の計画よりも減少することとなったが

依然高水準で推移している。 

一方、求償権回収については、無担保求償権が増えたこともあり、金額26億44百万円（前年度比105.9％）

となった。 

 

  収支および基本財産 

   

   当期の収支差額は、492 百万円を計上することができた。その結果、収支差額変動準備金へ 246 百万円、

基金準備金へ 246 百万円を繰り入れた。 

また基金については、関係金融機関のご協力とご理解により 6 百万円の負担金の拠出を受け基金に

繰り入れた。 

また、平成 21 年度をもって金融安定化特別会計、同基金が廃止になったことにより金融安定化特別

基金の残額 738 百万円を損失補償金に振り替えた結果、基本財産は 151 億 88 百万円となった。 

保証承諾 8,512 件 129,096 百万円 

保証債務残高 27,901 件 311,790 百万円 

代位弁済 828 件 9,568 百万円 

回   収 2,644 百万円 

利用企業数 14,544 企業 
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４．収支計算書（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日） 

                                                       （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

    そのため合計金額については、合致しない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

支出の部 
     科 目       金 額 
経常支出           ２，２６５ 
  業務費          １，０３２ 
  借入金利息            ０ 
  信用保険料        １，２２９ 
  雑支出              ４ 
 
経常収支差額         １，３５１ 
 
経常外支出         １１，４５７ 
  求償権償却        ８，８４８ 
  譲受債権償却           ０ 
  有価証券償却           ０ 
  雑勘定償却           １４ 
  退職金              ０ 
  責任準備金繰入      １，８７８ 
  求償権償却準備金繰入     ７１３ 
  その他支出            ４ 
 
経常外収支差額         ▲９０５ 
 
当期収支差額             ４９２ 

収入の部 
     科 目       金 額 
経常収入           ３，６１５ 
  保証料          ３，２２０ 
  預け金利息           １５ 
  有価証券利息・配当金     ２６６ 
  延滞保証料            ４ 
  損害金             ２６ 
  事務補助金            ０ 
  責任共有負担金         ６３ 
  雑収入             ２０ 
 
経常外収入         １０，５５２ 
  償却求償権回収金       ２９６ 
  責任準備金戻入      １，８４３ 
  求償権償却準備金戻入     ６１５ 
  求償権補てん金戻入    ７，７５３ 
  補助金              ０ 
  その他収入           ４５ 
 
 
金融安定化特別基金取崩額      ４７ 
 
収支差額変動準備金繰入額     ２４６ 
基本財産繰入額          ２４６
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５．中小企業金融安定化特別会計収支計算書 

（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日） 

（単位 ： 百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

    そのため合計金額については、合致しない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支出の部 
     科 目       金 額 
経常支出              ５９ 
  業務費             ５２ 
  信用保険料            ７ 
 
経常収支差額           ▲２４ 
 
経常外支出            ４００ 
  求償権償却          ３８５ 
  責任準備金繰入         １４ 
  求償権償却準備金繰入       １ 
 
経常外収支差額          ▲２２ 
当期収支差額           ▲４７ 
 
 

収入の部 
     科 目       金 額 
経常収入                  ３５ 
  保証料                 ２２ 
  預け金利息            １ 
  延滞保証料            １ 
  損害金              ２ 
  事務補助金            ０ 
  雑収入             １０ 
 
経常外収入            ３７８ 
 
  償却求償権回収金        ３６ 
  責任準備金戻入           ２６ 

  求償権償却準備金戻入       １０ 

  求償権補てん金戻入      ３０６ 
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収支計算書の用語説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務費 

借入金利息 

信用保険料 

求償権償却 

責 任 準 備

金繰入 

求償権償却

準備金繰入 

その他 

当期収支

差額 

保証料 

預け金利息等

その他 

責任準備金戻

入 

求償権償却準備金戻入

求償権補て

ん金戻入 

その他 

金融安定化

特別基金取

崩額 

経 
 

 

常 
 

 

支 
 

 

出 

経 
 

 

常 
 

 

外 
 

 

支 
 

 

出 

経 
 

 

常 
 

 

収 
 

 

入 

経 
 

 

常 
 

 

外 
 

 

収 
 

 

入 

支    出 収    入 

 

日本政策金融公庫へ支払っ

た信用保険料です。 

信用保険料 

 

年度末のうち法的整理の結

果、回収不能となって償却し

た求償権や当年度受領した

保険金等相当額を計上して

います。 

求償権償却 

 

将来の不測の事態に備えて

積み立てる準備金で、一般

企業の貸倒引当金に相当す

るものです。年度末の保証債

務残高に対して一定の割合

で積み立てています。 

責任準備金繰入 

 

協会資産の健全性を保つた

めに、年度末求償権のうち回

収困難な額を見積もって一定

の割合を積み立てます。 

求償権償却準備金繰入 

 

保証をご利用の際に中小企

業の方からいただく保証料で

す。 

保証料 

 

金融機関に預け入れた預託

金の受取利息と、有価証券

等からの利益配当金です。 

預け金利息等 

 

代位弁済により日本政策金

融公庫から受領した保険金と

地方公共団体から受領した

損失補償金からなっていま

す。 

求償権補てん金戻入 

 

金融安定化特別会計で欠損

が生じた場合、欠損額と同額

の金融安定化特別基金を取

崩し、これに充てることになっ

ています。 

金融安定化特別基金取崩額 
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６．貸借対照表 （平成２２年３月３１日現在） 

                                                     （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  その 

  

 

 

 

 

 

注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

    そのため合計金額については、合致しない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

借方 

     科 目       金 額 

現金                 ０ 

預け金               ５，３０５ 

金銭信託               ０ 

有価証券          ２４，１９０ 

その他有価証券            ０ 

動産・不動産           ３９９ 

損失補償金見返             ０ 

保証債務見返       ３１１，７９０ 

求償権             ２，５９９ 

譲受債権               ０ 

雑勘定               ８２０ 

 

 

 

合計           ３４５，１０３ 

貸方 

     科 目       金 額 

基本財産          １５，１８８ 

 基金            ３，９５１ 

金融安定化特別基金         ０ 

基金準備金        １１，２３８ 

制度改革促進基金         ３９７ 

収支差額変動準備金      ４，２７９ 

責任準備金          １，８７８ 

求償権償却準備金         ７１３ 

退職給与引当金          ９５８ 

損失補償金            ８６５ 

保証債務         ３１１，７９０ 

求償権補てん金            ０ 

借入金                ０ 

雑勘定            ９，０３４ 

合計           ３４５，１０３ 
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７．財産目録 

（単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

    そのため合計金額については、合致しない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資産 

      科 目      金 額 

現金                  ０ 

預け金              ５，３０５ 

金銭信託                ０ 

有価証券           ２４，１９０ 

その他有価証券             ０ 

動産・不動産            ３９９ 

損失補償金見返             ０ 

保証債務見返        ３１１，７９０ 

求償権             ２，５９９ 

譲受債権                ０ 

雑勘定               ８２０ 

合計            ３４５，１０３ 

負債 

      科 目      金 額 

責任準備金          １，８７８ 

求償権償却準備金          ７１３ 

退職給与引当金          ９５８ 

損失補償金             ８６５ 

保証債務         ３１１，７９０ 

求償権補てん金            ０ 

借入金                 ０ 

雑勘定             ９，０３４ 

合計           ３２５，２３９ 

正味資産          １９，８６４ 
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貸借対照表の用語説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現金・ 

預け金 

有価証券 

不動産等 

求償権 

未経過 

保険料 

その他 

基本財産 

収支差額変

動準備金 

責任準備金

求償権償

却準備金 

退職給与

引当金 

求償権補てん金 

借入金 

未経過保証料 

未払保険料 

その他 

借    方 貸    方 

 

預け金は、保証の利用を促

進するため、金融機関へ預

け入れしています。 

現金・預け金 
 

会社の資本金に相当するも

のです。地方公共団体や金

融機関から拠出された「基

金」と過去の収支差額の累計

「基金準備金」で構成されて

います。 

基本財産 

 

安全有利な資金運用を行う

ため、国債・社債・地方債を

保有いたします。 

有価証券 

 

金融機関に代位弁済し、取得

した債権が求償権です。この

うちには、日本政策金融公庫

からの保険金受領予定額と

地方公共団体からの損失補

償金受領予定額も含まれま

す。 

求償権 

 

日本政策金融公庫に支払っ

た保険料のうち、翌事業年度

にかかる部分を計上していま

す。 

未経過保険料 

 

収支差額に欠損が生じた場

合や、急激な保証の増大に

より基本財産の増強が必要

となった場合に備えて、協会

経営の安定のために積み立

てておくものです。 

収支差額変動準備金 

 

受入保証料のうち翌事業年

度以降にかかる部分を計上

しています。 

未経過保証料 
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１．経営計画の公表、前年度経営計画の評価を行いました。 

 

    経営の透明性を一層向上させるため、平成22年度経営計画を作成し、当協会ホームページにて公表して

おります。 

    また、平成 21 年度の経営計画の実施状況について自己評価を行うとともに、第三者機関による評価を受

けております。この第三者機関として、大学准教授、税理士、及び弁護士で構成される外部評価委員会を

設置しております。 

 

２．ふるさと美化運動に参加しました。 

 

    昨年に引き続き、平成 21 年 9 月 6 日に行われましたふるさと美化運動（クリーンアップならキャンペーン） 

に参加しました。当協会の事務所がある近鉄新大宮駅から佐保川沿いを中心にゴミ拾いなど清掃活動を行

いました。 

    また県内各地で実施されました美化運動についても、当協会の職員が多数参加しました。 

 

３．緊急保証制度の取扱が継続されております。 

 

    平成20 年10 月31 日より取扱されております景気対応緊急保証制度（全国緊急・県緊急）については、平

成 23 年 3 月 31 日まで取扱が継続されております。 

    業種については原則全ての業種の取扱が可能となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【平平成成 22１１年年度度トトピピッッククスス】】  
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